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  ミグマタイト中のジルコンの年代学から推定する島弧花崗岩の起源物質：西南日 本白亜紀花崗岩類の例 
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島弧は地球上で大陸地殻を実質的に成長させる場所と言われる。すなわち島弧花崗岩は上部地殻起

源のリサイクル物質の成分が少なく、下部地殻 マントル由来の成分を主体とすると考えられる。西南

日本内帯の領家-山陽帯花崗岩は代表的な島弧花崗岩であるが、その中で特に上部地殻起源のリサイ

クル物質の寄与がきわだって大きいという指摘も一方ではある（Jahn & Ishihara, 2006など）。 

山口県柳井地域の領家変成帯最高温部のミグマタイト帯において、リューコゾームとメラノゾーム、さ

らにそれらに密接に伴う花崗岩から別々にジルコンを分離抽出し、ウランと鉛の同位体比を、レーザー

照射型 ICP質量分析計を用いて測定した。結果をコンコーディア図に示す（第 1図 a, b, c）。それらは

以下のようにまとめられる。 

リューコゾームとメラノゾームのジルコンは非常によく似た年代分布を示す。すなわち １

）Inherited zircon が非常に多く、白亜紀に晶出したジルコンは多くない。２）コンコーディア上には

250Ma前後から 1800Maの間にデータの空白がある。３）Inherited zircon は、1900-2000Ma を

upper interceptとするディスコーディアを形成する。４）2000Maより古い時代の inherited zirconも

有意に存在する。 

花崗岩のジルコンは、ミグマタイトのそれとはきわだって異なる特徴をもつ。すなわち

、Inherited zirconが非常に少なく、圧倒的大部分が白亜紀に晶出したジルコンである。 

これらから、以下のことが推論される。 

(1) リューコゾームが成長集積しても花崗岩体にはならない。 

(2) 花崗岩の主成分は上部地殻のリサイクル物質ではなく、より深部からもたらされるマグマである。 

 第 1 図にみられる特徴は、中部地方領家帯においても同様の結果が得られており、西南日本白亜紀

花崗岩に普遍的な性質と考えられる。すなわち、西南日本の島弧花崗岩においても、主たる起源物質

は下部地殻 マントル由来の成分であるという議論に調和的であり、ミグマタイトとバソリスの間の、いわ

ゆる花崗岩のミッシングリンクは、少なくとも島弧花崗岩においてはそもそもつながっていなかったことに

なる。 

 

文献： Jahn, B. & Ishihara, S. (2006)  G. C. A., v.70, no.18S, A286.  

 

第 1図 山口県柳井地域領家帯の (a) ミグマタイトのメラノゾーム、(b) 同リューコゾーム、(c) ミグマタイトに伴って

産する花崗岩 から得られたジルコンのコンコーディア図。 
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